
　中央公民館の年間講座「男の料理教室」の27年度最終回が、３月12日調理実習
室で行われました。男性も料理を作る楽しみをと、18人が講師の田井秀樹さんか
ら季節の食材を使った料理を年間11回にわたって手ほどきを受けました。
　この日は、１年間の集大成として、家族に感謝の意を込めて、幕の内弁当に挑戦。
受講生は、手際よく天ぷらを揚げたり、盛り付けをして豪華な弁当を完成させま
した。（23ページに28年度の男の料理教室の案内）

集大成は豪華な幕の内弁当
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本
年
度
は
、
私
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
信

託
を
受
け
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
任
期

で
あ
る
丸
４
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

町
長
就
任
以
来
、
私
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
み
ん
な
で
築
こ
う
、
次
代
に
誇
れ
る

わ
が
ま
ち
『
く
み
や
ま
』」
の
実
現
に
向

け
、
防
災
対
策
の
強
化
や
、
子
育
て
支
援
、

文
化
財
の
保
護
、
住
民
と
の
対
話
や
財
政

の
健
全
化
な
ど
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
28
年
度
は
、
10
年
後
の
未

来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
こ

れ
か
ら
の
久
御
山
町
の
羅
針
盤
と
な
る
久

御
山
町
第
５
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
て
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
平
成
18
年
に
久

御
山
町
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
人

輝
き 

心
和
ら
ぐ 

躍
動
の
ま
ち
久
御
山　

～
人
・
環
境
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
～
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、
行
政
運
営
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
10
年
で
本
町

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
急
激
な
人
口

減
少
と
超
高
齢
社
会
と
い
う
、
我
が
国
が

直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
を
克
服
す
べ

く
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
を
本
格
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
本
年
２
月
に
、
久

御
山
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
、「
町
内
定
住

の
促
進
」、「
産
業
活
力
の
発
揮
」、「『
く
み

や
ま
』
魅
力
発
信
」、「
少
子
化
対
策
と
子

育
て
支
援
」、「
住
民
や
企
業
と
の
協
働
と

連
携
」、「
安
全
・
安
心
に
向
け
て
」
を
６

つ
の
基
本
目
標
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
総
合
戦
略
に
基
づ
く
加
速

化
交
付
金
事
業
と
し
て
、「
く
み
や
ま
産
業

『
も
の
づ
く
り
の
苗な
え

処ど
こ
ろ』
事
業
」、「
ま
ち

ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援
事
業
」、そ
し
て

近
隣
市
町
と
広
域
連
携
で
進
め
る
「
お
茶

の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
地
域
活
性
化
推
進
事
業
」、

「
京
都
八
幡
木
津
自
転
車
道
線
を
柱
と
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
観
光
戦
略
」
を
国
に
申

請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本

構
想
・
基
本
計
画
と
も
に
、
計
画
の
目
標

年
次
を
10
年
先
の
平
成
37
年
度
と
し
、
全

国
的
な
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
人
口
フ 

レ
ー
ム
は
現
状
維
持
を
目 

指
し
て
１
万
６
千
人
と
し 

て
い
る
と
と
も
に
、
新
た

に
、
本
町
の
特
色
で
あ
る 

産
業
活
力
を
維
持
す
る
た 

め
の
昼
間
人
口
フ
レ
ー
ム 

を
定
め
る
こ
と
と
し
、
平 

成
37
年
度
の
目
標
年
次
の 

昼
間
人
口
を
２
万
８
千
人 

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
の 

予
算
総
額
は
71
億
１
，１ 

０
０
万
円
と
し
、
前
年
度
比
較
で
6.0
％
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
あ
た 

っ
て
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
最
初
の
予

算
と
し
て
、
各
分
野
に
お
け
る
重
点
事
項

を
検
討
し
、「
安
全
・
安
心
に
関
す
る
各
施

策
」
を
は
じ
め
、「
産
業
を
支
援
す
る
施

策
」
や
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
な
ど
に

重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
か
ら

実
施
し
て
い
る
各
種
の
住
民
負
担
軽
減
施

策
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
継
続
で
き

る
よ
う
に
予
算
配
分
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
に
掲

げ
る
改
革
項
目
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
引
き
続
き
経
常
経
費

の
マ
イ
ナ
ス
５
％
シ
ー
リ
ン
グ
な
ど
経
費

の
削
減
に
努
め
る
な
か
で
、
事
務
事
業
の

優
先
度
や
緊
急
性
を
十
分
に
検
討
し
た
う

え
で
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
第
５
次

総
合
計
画
の
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
つ

な
が
る
心　

み
な
ぎ
る
活
力　

京
都
南
に

『
き
ら
め
く
』
ま
ち 

～
夢
い
っ
ぱ
い 

コ
ン

パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

く
み
や
ま
～
」の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
及
び

京
都
府
と
協
調
し
、
住
民
の
皆
様
と
の

「
協
働
・
連
携
」
の
も
と
、
私
の
公
約
に
示

し
て
い
ま
す
「
次
世
代
を
第
一
に
し
た
、

ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
」、「
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
戦
略
的

な
行
財
政
経
営
」、「
高
齢
者
が
憩
え
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
、
職
務
に
ま
い
進
す
る

所
存
で
す
。

▲�町議会３月定例会で平成28年度の施政
方針を述べる信貴町長

●
信
貴
町
長
施
政
方
針（
要
旨
）

　

２
月
26
日
に
開
会
し
た
町
議
会
３
月
定
例
会
の
冒
頭
で
、
信
貴
康
孝

町
長
が
、
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
案
を
提
案
し
、
町
政
運
営
に
臨
む

所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
５
次
総
計
始
動
の
年
、夢
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
へ
全
力
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何
と
ぞ
、
議
員
各
位
並
び
に
住
民
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
健
康
グ
ッ
ズ
を

�

●
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　
「
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
個
々
に
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
が
各
種
検

（
健
）診
の
受
診
や
健
康
づ
く
り
の
教
室
な
ど

に
参
加
し
た
り
、
自
分
自
身
で
立
て
た
健
康

づ
く
り
の
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
て
い
た
だ
き
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
で
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ

な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
当
た
ら
な

か
っ
た
人
に
も
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
か
ら
始
め
た
こ
の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
平
成
28
年
度
は
75
人
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
と
し
て
、
い
き
い

き
ホ
ー
ル
及
び
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
で
利
用
で
き
る
無
料
券
３
回
分

を
、
ま
た
、
抽
選
で
２
人
に
体
組
成
計
、
３

人
に
血
圧
計
、
５
人
に
電
動
歯
ブ
ラ
シ
を
、

ま
た
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
商
品
詰
め

合
わ
せ
を
20
人
に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
立
て
ら
れ
た
健
康
目
標
に
は
、

毎
日
の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
ラ
ジ
オ
体

操
」
の
ほ
か
、「
野
菜
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
す

る
」、「
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
」
な
ど
、
普

段
か
ら
心
が
け
て
い
た
だ
け
る
内
容
も
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
本
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

６
月
１
日
頃
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

抽
選
で
体
組
成
計
が
当
た
っ
た

田
井
愛
子
さ
ん（
田
井
）

　

自
分
の
た
め
に
普
段
か
ら
健
康
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
。
朝
ご
飯
は
サ
ラ
ダ
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
食
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
毎
日
体
重
測
定
を
し
て
コ
ン
ト
ロ 

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
健
診
の
受
診
や
料
理
教

室
な
ど
も
で
き
る
限
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●�

団
体
で
行
う
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
活
動
に
助
成

　

介
護
予
防
や
健
康
増
進
に
係
る
活
動
を
行

う
団
体
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
例
と
し
て
は
、
地
域
で

行
う
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
活

動
を
行
い
、
地
域
の
住
民
が
自
由
に
参
加
で

き
る
開
か
れ
た
活
動
・
団
体
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
額
／
活
動
に
必
要
な
備
品
や
消
耗
品

の
購
入
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
金
額
に
応
じ

て
助
成（
左
表
）　

申
込
／
交
付
申
請
書
、
必

要
書
類
を
住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
は
、
１
年
間
の
活
動
報
告

を
添
付
の
う
え
、
年
度
末
の
申
請
と
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い

�

　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

※�１団体につき、年10,000円以内の助成
となります。算出した額に端数がある場
合は、1,000円未満切捨

▶�

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す（
毎
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
う
栄
１
・
２
丁
目
山
も
も
の
会
）

助成対象区分 助成金の額

5,000円まで 対象活動に係る
費用の額

5,001円～
10,000円 5,000円

10,001円
以上

対象活動に係る費
用の２分の１の額。
ただし、その額が
10,000円を超える
ときは、10,000円

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す

�

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
概
要
は
、
本
誌
６
～
９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。



①
宮
ノ
川
公
園
の
桜

　

宮
ノ
後
保
育
所
北
側
か
ら
ゆ
う
ホ
ー
ル
ま
で
Ｕ
Ｒ
久
御
山
団

地
の
西
側 

宮
ノ
川
公
園
に
約
50
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

☞
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
「
ゆ
う
ホ
ー
ル
前
」、
京
都
京
阪
バ
ス
「
佐
古
」
下
車
南
東

へ
徒
歩
約
５
分
、
京
都
京
阪
バ
ス
「
久
御
山
団
地
南
」
か
ら
北
西
へ
徒
歩
約
5
分
。

③
宮
ノ
川
北
公
園
の
滝
ザ
ク
ラ

　

福
島
県
三
春
町
の
滝
ザ
ク
ラ
の
子
孫
。

淡
い
紅
色
の
し
だ
れ
桜
。

　

☞
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
「
ゆ
う
ホ
ー
ル
前
」、

京
都
京
阪
バ
ス
「
佐
古
」
下
車
南
へ
す
ぐ
。

④ゆうホールのしだれ桜
　ゆうホールのガラス璧の映り
込みにも趣が…。
　☞のってこタクシー「ゆうホール
前」、京都京阪バス「佐古」下車すぐ。

②名木川沿いの桜
　栄南公園から新橋にかけての名木川沿いの桜。菜の花との
競演も見ごたえがあります。
　☞のってこタクシー「栄3・4丁目」下車すぐ、京都京阪バス「西栄
町」下車南へ徒歩約5分。

お願い
ここで紹介した桜スポット周辺には駐車場はありませんので、「のってこ
タクシー」や路線バスなどでお出かけください。

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て

久
御
山
の
　
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

桜

四
季
折
々
様
々
な
表
情
を
見
せ
る
日
本
の
風
景
で
す
が
、
と
り
わ
け

桜
の
季
節
は
、
昔
か
ら
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
久
御
山
の
桜
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
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⑤東一口前川沿いの桜（写真上・下）
　巨椋池排水幹線（通称前川）沿い約500㍍にわたる桜並
木は「京都の自然200選」の一つ。川面に映る桜も風情が
あります。地元の皆さんによって、4月3日㈰午前11時か
ら「桜のつどい」が行われます。
　☞のってこタクシー「前川橋」下車すぐ。

⑥西一口の桜
　道沿いの桜の古木と菜の花との競演が目をひきま
す。ひっそりたたずむ西池神社の祠も風情があります。
　☞のってこタクシー「西一口」下車北へ徒歩約3分。
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❹

第
二
京
阪
道
路

国
道
24
号

国
道
1号

前川橋

国土交通省
久御山排水
機場

宇治
川

木
津
川

❺

❻

（流
れ橋
）

上津
屋橋

ふれあい交流館
ゆうホール

久御山町総合体育館

東角小学校
❷

❶
❸

府道宇治淀線
雙
栗
神
社

京滋
バイ
パス巨椋池排水幹線

24

久御山 JCT久御山 JCT

巨
椋
池

排
水
機
場

久御山高校

御牧小学校

府道八幡・宇治線

久御山中学校

久御山役場
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子育て支援や安全・ 安心、産業振興など
新しいまちづくりへ積極予算

会　　計　　名 予算額 対前年度
増 減

一般会計 71億1,100万円 6.0％

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 25億1,700万円 0.5％
三郷山財産区 456万円 ▲2.8％
公共下水道事業 8億5,280万円 ▲4.2％
介護保険 13億 480万円 2.8％
後期高齢者医療 1億9,850万円 7.2％

計 48億7,766万円 0.5％
企業会計　水道事業 11億7,476万円 40.7％

合　　　　計 131億6,342万円 6.2％

　各種事業の委託経費や備品購入などの物件費は、高規
格救急車の更新などにより１億3,152万円（8.0%）増の
17億7,198万円（同24.9%）、補助金や負担金などの補
助費等は9,342万円（11.2%）増の９億2,898万円（同
13.1%）、特別会計への繰出金は、2,839万円（4.7%）増
の６億3,471万円（同8.9%）としています。

●特別会計
　５つの特別会計の合計は、48億7,766万円で、前年度
比0.5%増加しています。
　国民健康保険特別会計の予算額は、25億1,700万円
で、前年度比0.5%増えています。医療費の増加などによ
り厳しい運営を余儀なくされています。平成30年度の国
保広域化に向けて、保健給付費の動向を注視し、適正な
保険税率の検討をしていきます。
　公共下水道事業特別会計は、前年度比4.2%減の８億
5,280万円としています。東一口地区などで整備を進め
ます。また、平成29年度からの公営企業会計への移行準

備を進めます。
　介護保険特別会計は、13億480万円で、前年度比2.8%
増えています。引き続き積極的な介護予防事業を推進
し、地域でいきいきとした生活を送っていただけるよう
支援していきます。

★
　☞８～９ページに、平成28年度に取り組む主な事業を
紹介しています。

物件費
17億7,198万円

24.9%

人件費
19億3,261万円

27.2%一般会計

歳出
71億
1,100万円
（性質別内訳）

その他
4,284万円
0.6%

繰出金
6億3,471万円

8.9%貸付金
8,370万円
1.2%

公債費
4億1,392万円

5.8%

普通建設事業費
4億7,461万円

6.7%

補助費等
9億2,898万円
13.1%

扶助費
7億5,297万円
10.6%

維持補修費
7,468万円
1.0%

子育て支援にも積極的に
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子育て支援や安全・ 安心、産業振興など
新しいまちづくりへ積極予算

平
成
28
年

予

度
ま
ち
の

算

　平成28年度当初予算が、町議会３月定例会で原案どおり可決されました。
一般会計の予算総額は71億1,100万円で、子育て支援の充実や安全・安心、
産業振興など、新しいまちづくりの羅針盤「第５次総合計画」の始動年度に
ふさわしい積極的な予算となっています。

問合せ／行財政課

　久御山町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計で
構成されています。
　一般会計は、まちづくりや福祉、教育、産業振興など
町の全般的な事業を行うための予算です。
　特別会計は、国民健康保険や公共下水道など特定の収
入で特定の事業を行う会計で、経理を明確にするため、
一般会計とは区分して管理しています。
　一般会計と特別会計及び企業会計を合わせた平成28
年度の予算総額は、131億6,342万円（１万円未満四捨
五入。以下同じ）で、前年度と比較して７億6,616万
円、6.2％増加しています（6ページ表）。

●一般会計

　一般会計の予算総額は、71億1,100万円
で、前年度と比較して４億300万円、6.0％増加し、平成
23年度以来５年ぶりに70億円を超えています。
　歳入の柱となる町税は、43億219万円（歳入全体の
60.5％）で、法人町民税の税率改正などにより、前年
度比4,400万円の減を見込んでいます。
　地方消費税交付金は、６億482万円（同8.5％）を計
上、国庫支出金は、障害者自立支援給付費や児童手当
など５億794万円（同7.1％）、府支出金は３億9,008万
円（同5.5％）を見込んでいます。
　町の借金である町債は、（仮称）さやまこども園の整備
や旧山田家住宅保存事業など３億4,160万円（同4.8％）
を予定しています。
　また、財源不足を補うため財政調整基金など「町の預
貯金」から、４億4,671万円（同6.3％）の繰り入れを
予定しています。

　歳出を性質別に見ると、職員給与や議員
報酬などの人件費は、前年度より4,246万円（2.1%）減
の19億3,261万円（歳出全体の27.2%）となっていま
す。児童手当など福祉的な経費である扶助費は、709万
円（1.0%）増の７億5,297万円（同10.6%）、町の「借
金」の返済に充てる公債費は6,182万円（13.0％）減の
４億1,392万円（同5.8％）となっています。
　一方、社会資本整備に充てる普通建設事業費は、（仮
称）さやまこども園整備工事や旧山田家住宅保存事業な
ど、ハード事業の増加により、前年度比ほぼ倍増の４億
7,461万円（同6.7%）としています。

一般会計 前年度比億 ％増万円71 61,100

町税
43億219万円
60.5%

一般会計

歳入
71億
1,100万円

地方消費税交付金
6億482万円
8.5% 地方譲与税等

8,896万円
1.3%

分担金及び負担金
6,843万円
1.0%

使用料及び手数料
9,411万円
1.3%

国庫支出金
5億794万円
7.1%

府支出金
3億9,008万円

5.5%

繰入金
4億4,671万円

6.3%

諸収入
1億6,577万円

2.3%

町債
3億4,160万円

4.8%
その他
1億39万円
1.4%

歳入

歳出
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に関する条例一部改正　
　議会議員の期末手当の年間支給月
数を、現行3.10を3.15に引き上げ
たものです。
■�町常勤の特別職の給与に関する条
例改正

・�小学校情報教育環境整備 2,186万円…小学校コン
ピュータ教室の機器更新と保守管理。［拡充］

❺人と人がふれあい、�
　尊重し合う心を育みます
・�旧山田家住宅保
存 3,557万円…�
昨年度に引き続
き長屋門、長塀
の保存修理を実
施。

・�町民プール改修 
316万円…流水
プール連絡橋の改修、プールサイドテントの増設。
［拡充］

❻だれもが住みなれた場所でいき�
　いき暮らせる地域をつくります
・�発達障害児早期発見 126万円…発達障害児の早期
発見のため相談員等が幼稚園・保育所を訪問するス
クリーニングを本年度から全園所で実施。［拡充］

・�社会福祉団体活動支援 1,115万円…町内福祉団体
等への補助。本年度は和音くみやま作業所が計画し
ているグループホームへ建設支援。［拡充］

・�認知症の予防普及啓発 106万円…認知症の人や家
族が相談したり、地域住民と気軽に集うことのでき
る「認知症カフェ」を設置。［新規］

・�老人福祉センター荒見苑エレベータ改修工事… 
1,566万円 ［拡充］

❼地域ぐるみの安全・安心の�
　まちづくりを進めます
・�高規格救急車の
更新 3,550万円
［新規］
・�消防団の機械器
具等整備 476
万円…第２分団
第１部の消防団

器具庫改修、同部及び第１分団第１部の小型ポンプ
搬送車購入。［新規］

・�交通安全施設の維持管理 915万円…交通安全灯や
カーブミラーなどの維持管理とともに、今年度は交
通安全灯のLED化への交換計画を策定。［新規］

❽地域力を生かした協働の�
　まちづくりを進めます
・�自治会活動の支援 624万円…町政協力費（１世帯
1,500円）の最低保証額50,000円支給。

・�公会堂等新増改築補助 1,050万円…自治会公会堂
等の新増改築や修繕経費の補助。本年度は栄１・２
丁目集会所が改築予定。

❾健全で安定した�
　行財政運営を継続します
・�議会映像インターネット配信 196万円…議会本会
議の映像をスマートフォンやタブレット端末へも配
信。［拡充］

・�行政改革の推進 29万円…平成29年度以降の次期行
政改革大綱の策定。［新規］

　町長、副町長、教育長の期末手
当の年間支給月数を、現行3.10を
3.15に引き上げたものです。
■�町職員の給与に関する条例一部改
正
　町職員の給料月額を、平均0.4％

引き上げたもの。また、期末勤勉手
当の年間支給月数を現行4.1を4.2
月に引き上げたものです。

旧山田家住宅の保存修理を実施

高規格救急車の更新など器具の整備

議会費
1億2,591万円

1.8%

総務費
10億6,384万円

15.0%

民生費
25億5,359万円

35.9%

衛生費
5億4,562万円

7.7%労働費
360万円
0.1%

農林水産業費
1億2,823万円

1.8%

商工費
2億924万円
2.9%

土木費
6億7,749万円

9.5%

消防費
4億60万円
5.6%

教育費
9億6,396万円
13.6%

公債費
4億1,392万円

5.8%

予備費
2,500万円
0.3%

一般会計

歳出
71億
1,100万円
（目的別内訳）
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平成
年度28 主 事業な

　平成28年度に計画している主な事業を、第
５次総合計画で取り組むまちづくりの目標別に
紹介します。

❶魅力と個性にあふれた�
　強い産業を育みます
・�久御山町農業振興対策 300万円…農業団体等が実
施する農業施設や機械等の整備に対して補助。新た
に販売農家の事業も対象に。また、特別農業従事者
や中小企業主等が加入する労災保険の一部助成も実
施。［拡充］

・�商工会運営等補助 1,726万円…町商工会へ補助。プ
レミアム商品券の発行も対象。［拡充］

・�中小企業者低利融資 １億4,277万円…事業資金の
低利融資（マル久制度など）、保証料や利子の一部
補給。

❷人と企業が定着したくなる�
　基盤を整えます
・�橋梁長寿命化事
業 1,780万円…�
町道に架かる橋
の長寿命化のた
め、５年ごとの
点検を実施する
とともに、予防
的な維持補修を
実施。［拡充］

・�排水路等改修整備 7,265万円…地域水害を防ぐた
め、（仮称）さやまこども園の整備に合わせて雨水調
整池の整備や東一口２号線排水路整備など。［拡充］

・�都市計画推進 2,894万円…都市計画マスタープラ
ンの策定。新たに市街化編入した市田地区水路整備。
［拡充］

・�デマンド乗合タクシー運行 2,049万円…「のってこ

タクシー」の運行や、70歳以上の人のバスカードの
購入助成に加え、新たに「のってこタクシー」回数
券も助成対象に。［新規］

・�雨水貯留施設設置費補助 45万円…防災と環境意識
の向上を図るため、家庭等で設置する雨水貯留施設
に対して補助。［新規］

❸安心して子どもを産み、�
　育てられる環境をつくります
・�（仮称）さやま
こども園整備工
事 ２億4,798万�
円…佐山保育所
を移転し、佐山
幼稚園と統合し
て、（仮称）さや
まこども園を整
備。平成29年度までの２か年計画で、本年度は園庭
整備、建物工事、用地購入など。［新規］

・�病児保育 107万円…これまでの病後児保育に加え
て病気中や回復期で保育所での保育が困難な児童を
病院で一時的に保育。［新規］

・�保育所防犯カメラ設置 129万円…御牧、宮ノ後保
育所に設置。［新規］

・�第３子以降の保育料無償化 172万円…幼稚園・保
育所に通う第３子以降の保育料を補助または免除。
［新規］

❹地域の力を結集した�
　教育を進めます
・�訪問型家庭教育
支援 200万円…�
子育ての悩みや
不安を抱えてい
る家庭等を相談
員が訪問支援。
［新規］

・�幼稚園防犯カメ
ラ設置 258万円…御牧・東角幼稚園に設置。［新規］

・東角幼稚園屋上防水工事 1,130万円［新規］

　町議会３月定例会では、平成28
年度当初予算のほか、条例改正など
31議案が審議され、原案どおり可

決されました。主なものをお知らせ
します。
■人権擁護委員の推薦
　人権擁護委員として、藤田玉昭さ
ん(野村・66歳)を推薦することに
ついて、適任と決定されました。任

期は３年です。
■�町第５次総合計画の基本構想を定
めることについて　承認されま
した。概要は10～13ページで紹
介しています。
■�町議会議員の報酬及び費用弁償等

町議会３月定例会

橋の点検と維持補修を行います

佐山幼稚園（写真）と佐山保育所を統
合し、（仮称）さやまこども園を整備

小学校コンピューター教室の機器を更新
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タウンくみやま ～
京都南に「きらめく」まち

　

町
で
は
、
平
成
18
年
に
町
政
運
営
の
基
本
と

な
る
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
計
画
が
目
標
年
次
を
迎
え
、
ま

た
、
町
を
取
り
巻
く
情
勢
が
急
激
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
な
総

合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
５
次
総
合
計
画
は
、
10
年
後
の

平
成
37
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
「
ま
ち
の
将
来
像
」
や
「
人

口
フ
レ
ー
ム
」、「
土
地
利
用
構
想
」、「
分
野
別
の

主
要
な
施
策
」
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
参
画
を
基
本
と

し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
計
画
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、「
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
は
じ
め
、「
中
高
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
町

内
で
働
く
人
の
意
見
を
聞
く
「
は
た
ら
く
人
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」、
公
募
委
員
等
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
会
議
」、
さ
ら
に
「
町
長
と

各
種
団
体
の
懇
談
会
」、
原
案
を
全
戸
配
布
す

る
中
で
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
原
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
町

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
、
有

識
者
な
ど
24
人
か
ら
な
る
「
総
合
計
画
審
議

会
」（
会
長
：
依
田
博
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
に

原
案
に
対
す
る
意
見
を
求
め
、
本
年
１
月
ま
で

11
回
の
審
議
会
を
開
催
し
、
２
月
９
日
に
町
長

に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た

案
を
作
成
し
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
次
の
10
年
間
の
ま

ち
の
将
来
像
を
「
つ
な
が
る
心 

み
な
ぎ
る
活

力 

京
都
南
に
﹃
き
ら
め
く
﹄
ま
ち 

～
夢
い
っ

ぱ
い 

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

く
み
や
ま
～
」
と

●
総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
町
政
運
営
の
基
本
と

な
る
ま
ち
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を

示
す
も
の
で
す
。
特
に
本
町
で
は
、
総

合
計
画
の
意
義
と
役
割
を

①�

「
住
民
と
行
政
の
『
協
働
と
連
携
』」

に
よ
り
、
目
標
（
ま
ち
の
将
来
像
）

を
共
有
す
る
計
画

②�

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
行
政
各
分
野

の
優
先
度
と
方
向
性
を
示
す
計
画

と
考
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
ま
ち
づ
く

り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
も
の
で
す
。

●
総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基
本

計
画
」、「
実
施
計
画
」
で
構
成
し
ま
す
。

 
久
御
山
町
第
５
次
総
合
計
画  

　
平
成
28
年
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
、
10
年
後
の
平
成
37
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
ま
ち
の
将
来

像
」
や
「
人
口
フ
レ
ー
ム
」、「
土
地
利
用
構
想
」、「
分
野
別
の
主
要
な
施
策
」
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
を
、「
つ
な
が
る
心 

み
な
ぎ
る
活
力 

京
都
南
に
﹃
き
ら
め
く
﹄
ま
ち　
～
夢
い
っ
ぱ
い 

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

く
み
や
ま
～
」
と
し
、
そ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
都
市
基
盤
の
整
備
や
、
産
業
、

子
育
て
、
安
全
・
安
心
、
教
育
、
福
祉
な
ど
分
野
ご
と
に
９
つ
の
基
本
目
標
を
設
け
て
い
ま
す
。

問合せ／行財政課

基本構想 平成28年度
～37年度

まちの将来像や土地利用構
想、人口フレームと主要施策
の大綱等を明らかにします。

基本計画 平成28年度
～37年度

行政の部門ごとに諸施策の内
容と事業の基本的方向を明ら
かにします。

実施計画 ３か年（毎年
策定）

基本計画の実現のため、財政
的措置を考慮し、３か年を計
画期間としてローリング方式
により毎年度策定します。

★
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つながる心 みなぎる活力
～ 夢いっぱい コンパクト

し
、
そ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
都
市
基
盤

の
整
備
や
、
産
業
、
子
育
て
、
安
全
・
安
心
、

教
育
、
福
祉
な
ど
分
野
ご
と
に
９
つ
の
基
本
目

標
を
設
け
て
い
ま
す
。

 

■　

基
本
構
想

ま
ち
の
将
来
像

　

久
御
山
町
が
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
、
次
の
と

お
り
掲
げ
ま
し
た
。

つ
な
が
る
心 

み
な
ぎ
る
活
力 
京
都
南
に

「
き
ら
め
く
」
ま
ち　

～ 

夢
い
っ
ぱ
い 
コ

ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

く
み
や
ま 

～

将･

来･

像･

へ･

の･

想･

い

■
つ
な
が
る
心

　

町
に
住
ん
で
い
る
人
、
町
で
働
い
て
い
る

人
、
町
に
訪
れ
る
人
の
心
と
心
を
つ
な
げ
、
ま

た
、
京
都
南
に
位
置
す
る
久
御
山
町
が
近
く
か

ら
遠
く
ま
で
多
く
の
ま
ち
を
つ
な
げ
て
い
く
願

い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

☞ 

本
町
は
近
畿
圏
に
お
け
る
交
通
結
節
点

で
あ
り
、
そ
の
要
衝
地
で
あ
る
「
ま
ち
の
駅　

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
で
は
「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
久
御
山
」
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
今
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。

■
み
な
ぎ
る
活
力

　

人
と
人
が
つ
な
が
り
、
結
束
力
が
高
ま
る
。

そ
し
て
、
全
て
の
営
み
に
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て

い
く
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

☞ 

本
町
が
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
・
農
業
の

ま
ち
と
し
て
今
後
も
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
活
力
あ
る
産
業
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
若
者

が
減
少
し
、
さ
ら
に
は
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
力
も
必
要
で
す
。

■
京
都
南
に
「
き
ら
め
く
」
ま
ち

　

町
に
住
ん
で
い
る
人
、
町
で
働
い
て
い
る

人
、
町
を
訪
れ
る
人
の
心
が
き
ら
め
き
、
ま

た
、
京
都
南
の
玄
関
口
に
位
置
し
た
久
御
山
町

が
き
ら
め
く
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

☞ 

本
町
に
は
様
々
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
ち
の
認
知
度
は
高
く
な
く
、
ま
ち
の
活
性
化

や
新
た
な
人
口
・
産
業
の
定
着
・
誘
導
に
は
、

積
極
的
な
情
報
発
信
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住

ん
で
い
る
人
々
や
働
い
て
い
る
人
々
が
、
ま
ち

に
誇
り
や
愛
着
を
持
つ
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
ま
ち

に
し
て
い
く
心
も
大
切
で
す
。

●
夢
い
っ
ぱ
い
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン

　

本
町
は
東
西
約
3.5
㎞
、
南
北
約
4.3
㎞
、
面
積

13.
86
㎢
と
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
起
伏
が

な
く
、
平
坦
な
地
勢
で
す
。
こ
の
「
コ
ン
パ
ク

ト
で
フ
ラ
ッ
ト
な
ま
ち
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
生
か
し
、
健
康
で
明
る
い
生
活
、
恵
ま

れ
た
自
然
、
元
気
な
産
業
な
ど
、
夢
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
こ
の

町
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
『
夢
い
っ
ぱ

い
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

 

■　

人
口
フ
レ
ー
ム　

　

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
60
年
（
国
勢
調
査
）

の
１
9
，１
３
６
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続

け
、
平
成
22
年
で
は
、
１
5
，９
１
４
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
20
～
30

歳
代
の
年
齢
層
に
お
け
る
転
出
超
過
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
自
助
、
共
助
を
実

現
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化

や
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
一
定

の
人
口
維
持
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
既
存
住
宅
地
の
有
効
活
用
や
職
住

近
接
、
若
い
世
代
の
住
宅
需
要
に
対
応
し
た
土

地
利
用
等
に
よ
り
、
目
標
年
次
の
平
成
37
年
度

に
お
け
る
人
口
フ
レ
ー
ム
を
１
6
，０
０
０
人

と
設
定
し
ま
す
。

平
成
37
年
度（
２
０
２
５
年
度
）

１
６
，０
０
０
人

 

■　

昼
間
人
口
フ
レ
ー
ム　

　

本
町
の
特
色
で
も
あ
り
、
ま
ち
を
支
え
て
き

た
商
工
業
や
農
業
な
ど
地
域
産
業
の
発
展
・
維

持
と
、
働
き
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

「
昼
間
人
口
フ
レ
ー
ム
」
を
定
め
る
こ
と
と

し
、
目
標
年
次
の
平
成
37
年
度
に
お
け
る
昼
間

人
口
フ
レ
ー
ム
を
２
８
，０
０
０
人
と
設
定
し

ま
す
。

平
成
37
年
度（
２
０
２
５
年
度
）

２
８
，0
0
0
人

（
12
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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■　

施
策
の
大
綱　

　

ま
ち
づ
く
り
の
９
つ
の
目
標
を
達
成
し
て
い

く
た
め
、
各
目
標
に
お
け
る
行
政
経
営
の
基
本

姿
勢
や
分
野
別
の
基
本
施
策
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

■１� 

魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た
強
い
産
業
を
育

み
ま
す

　

自
立
し
た
ま
ち
の
基
礎
と
し
て
、
ま
た
、
本

町
の
魅
力
と
個
性
を
創
造
す
る
地
域
資
源
と
し

て
、
多
様
で
強
い
産
業
が
育
ち
、
定
着
し
続

け
、
そ
の
魅
力
と
個
性
を
町
内
外
に
発
信
す
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■２� 

人
と
企
業
が
定
着
し
た
く
な
る
基
盤
を
整

え
ま
す

　

職
住
近
接
が
可
能
な
環
境
と
企
業
集
積
を
生

か
し
、
効
率
的
な
土
地
利
用
と
、
道
路
や
公
共

交
通
の
利
便
性
、
公
園
緑
地
や
生
活
環
境
な
ど

の
快
適
性
を
あ
わ
せ
持
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

■３� 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す

　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
全
町
的
な
取

組
と
し
て
住
民
・
地
域
と
協
力
・
連
携
し
て
展

開
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■４� 

地
域
の
力
を
結
集
し
た
教
育
を
進
め
ま
す

　

子
ど
も
の
育
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
な
か
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
質
の

高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

■５� 

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、
尊
重
し
合
う
心
を

育
み
ま
す

　

住
民
意
識
の
多
様
化
や
生
涯
学
習
へ
の
関
心

が
薄
れ
る
な
か
、
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
さ

ら
な
る
推
進
を
通
じ
て
、
人
が
つ
な
が
り
、
郷

土
を
愛
す
る
人
を
育
む
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■６� 

だ
れ
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す

　

社
会
の
支
え
を
必
要
と
す
る
人
の
事
情
も
多

様
化
す
る
な
か
、
予
防
や
早
期
発
見
を
基
本

に
、
だ
れ
も
が
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■７� 

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す

　

自
然
災
害
や
犯
罪
、
交
通
事
故
な
ど
の
あ
ら

 ■　基本理念

　住民憲章に掲げる理念と、第４次
総合計画で示した「人」「環境」「協
働」の３つの視点を引き続き計画全
体で踏まえます。

※�「まちづくりの目標」の項目ごとに毎年
度向こう３か年の具体的事業を明らか
にする「実施計画」を定めて、施策を
進めていきます。 

 ■　まちづくりの目標　

　将来像を実現するためのまちづく
りの目標を掲げます。

1　魅力と個性にあふれた強い産業を育みます

2　人と企業が定着したくなる基盤を整えます

4　地域の力を結集した教育を進めます

9　健全で安定した行財政運営を継続します

5�　人と人がふれあい、尊重し合う心を育みま
す

6�　だれもが住みなれた場所でいきいき暮ら
せる地域をつくります

7�　地域ぐるみの安全・安心のまちづくりを
進めます

8�　地域力を生かした協働のまちづくりを進
めます

3�　安心して子どもを産み、育てられる環境
をつくります

住みよい 希望にみちた町
久御山

「人」の視点
①　夢と希望にあふれたまちづくり
②　健康で明るい住民生活優先のまちづくり
③　平和で人権を守るまちづくり

「環境」の視点
④　恵まれた自然につつまれたまちづくり

「協働」の視点
⑤　住民がともに手を取り携えて進める

まちづくり
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ゆ
る
危
険
に
対
し
て
自
ら
適
切
に
判
断
し
、
行

動
で
き
る
住
民
や
、
地
域
の
自
助
・
共
助
の
意

識
が
育
つ
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■８� 

地
域
力
を
生
か
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す

　

地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
企
業
な
ど
多
様

な
主
体
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
住

民
が
自
ら
暮
ら
す
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
参
加

す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■９� 

健
全
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
を
継
続
し

ま
す

　

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
や
行
政
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
し
、

今
後
と
も
さ
ら
に
健
全
で
安
定
し
た
、
住
民
に

信
頼
さ
れ
る
行
財
政
運
営
を
継
続
し
ま
す
。

 

■　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　

第
5
次
総
合
計
画
で
は
、
行
政
各
部
門
に
横

断
的
に
絡
み
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
基
本
計
画
の
中
で
も
優
先
的
か
つ

重
点
的
な
取
組
が
必
要
な
施
策
を
取
り
ま
と

め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
「
久

御
山
町
総
合
戦
略
」
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1	

町
内
定
住
の
促
進

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2	

産
業
活
力
の
発
揮

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
3	

「
く
み
や
ま
」
魅
力
発
信

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4	

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
5	

住
民
や
企
業
と
の
協
働
と
連
携

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
6	

安
全
・
安
心
に
向
け
て

 ■　土地利用構想
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公
共
下
水
道   

新
た
に
７
・
43
㌶
で
使
用
可
能
に

　

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
目
指
し
、
昭

和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業

は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
東
一
口
地
区
な
ど

７.

43
㌶
の
地
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
と
合
わ
せ
る
と
５

０
９.

19
㌶
に
な
り
、
事
業
計
画
97.

６
㌫
、
全

体
計
画
面
積
の
約
90.

２
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
排
水
設
備
工
事
を

し
て
く
だ
さ
い

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
ト
イ
レ
を

水
洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共
下
水

道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取
り

式
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
ト
イ
レ

は
６
か
月
以
内
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た
排

水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
町
で
は
、
１
１
６
業
者
を
指
定
し
て
い

ま
す
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）。
詳
し
く

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、上
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
工
事
費
用
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　

５
年
間
利
子
補
給　

町
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
で
、
設
備
資
金

を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

町
内
の
金
融
機
関
に
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
、
５
年
間

を
限
度
に
利
子
を
全
額
補

給
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
人
／
次
の
①
～
⑤
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
（
官
公
署
及
び
法
人
は

対
象
外
）
①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た

生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と
②
町
税
及
び
水
道
料

金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
③
償
還
能
力
が
あ
る

こ
と
④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、

返
済
能
力
の
あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る

こ
と　

融
資
限
度
額
／
工
事
費
の
範
囲
内
で
１

０
０
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）　

融
資
期
間

／
84
か
月
（
７
年
）
以
内
（
６
か
月
単
位
） 

融

資
利
率
／
年
利
1.0
㌫　

償
還
方
法
／
元
利
均
等

月
賦
償
還　

申
込
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水

設
備
指
定
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

■
排
水
設
備
の
点
検

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
に

排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、
必
要
に
応

じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
移
動
で
き
な
い
も
の

な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

�新たに使用可能に
なった地域（ 部分）

東一口・森地区

佐山・下津屋地区

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
全
な

水
を
お
届
け
す
る
た
め
、
水
道

法
に
基
づ
き「
毎
日
検
査
」や

「
毎
月
検
査
」な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
、
全
て
の
検

査
項
目
、
地
点
に
お
い
て
水
質

基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
安
心
し
て
飲
み

水
や
炊
事
に
お
使
い
い
た
だ
け

ま
す
。

　

検
査
水
は
、
町
内
の
公
園
な

ど
決
め
た
場
所
で
採
水
し
、
浄

水
場
へ
持
ち
帰
っ
て
検
査
し
て

い
ま
す
。
正
確
な
検
査
を
す
る

た
め
、
採
水
前
に
配
水
本
管
か
ら
蛇
口
ま

で
の
水
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
定

時
間
（
通
常
５
分
以
上
）
放
流
し
た
あ
と

の
水
を
検
査
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
無
駄

な
放
流
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
水
道
法
で
は
毎
年
水
質
検
査
計

画
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
町

で
は
こ
の
ほ
ど
平
成
28
年
度
の
水
質
検
査

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
な
検
査
結
果
と
平
成
28
年
度
の
水

質
検
査
計
画
は
、
上
下
水
道
課
の
窓
口
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

臨時福祉給付金がらみの
振り込め詐欺などに注意！
　平成27年度臨時福祉給付
金の支給対象者の内、平成
28年度中に65歳以上となる
低所得の高齢者に対し、「低
所得の高齢者向け臨時福祉
給付金」が支給される予定
です。まだ、皆さんからの申
請を受け付ける段階ではあ
りません。
　具体的な申請の方法など
が決まり次第、速やかにお
知らせします。
　町 や 厚 生 労 働 省 な ど が
ATMの操作や手数料の振り
込みなどをお願いすること
は絶対にありません。また、
現時点で皆さんの世帯構成
や銀行口座の番号など個人
情報を照会することも絶対
にありません。
　自宅や職場などに町や厚
生労働省などをかたった電
話がかかってきたり、郵便
が届いたりしたときは、迷
わ ず、 町 や 最 寄 り の 警 察
署、または警察相談専用電
話（♯9110）へご連絡くだ
さい。
� 問合せ／住民福祉課

全項目で基準に適合  水道水の水質検査結果  
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

　

４
月
は
入
学
や
就
職
な
ど
で

生
活
に
変
化
の
訪
れ
る
季
節
で

す
。行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
り
、

慣
れ
な
い
通
学
や
通
勤
で
事
故

の
リ
ス
ク
は
拡
大
し
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
、
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
改

め
て
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

基
本
は
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」。
特
に
次
の
点

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼�

通
学
路
な
ど
で
は
特
に
注
意

し
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う

▼�

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
歩
行

時
、
自
転
車
乗
用
時
に
は
反

射
材
用
品
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う

▼�

70
歳
以
上
の
運
転
者
は
「
高

齢
者
マ
ー
ク
」
を
表
示
し
、

ま
た
、
マ
ー
ク
表
示
の
あ
る

自
動
車
へ
の
「
思
い
や
り
運

転
」
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

ハーメルンの誘拐魔
中山 七里／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　十代の少女の連続失踪事件。二
人を繋ぐのは子宮頸がんワクチン
と一枚の絵葉書。刑事犬養隼人シ
リーズ第三弾。

どうぶつたちの贈り物
小川 洋子　鹿島田 真希／著

　　ＰＨＰ研究所
　五人の作家が名前に潜む動物を
題材にした短編集。鹿に執着する
大学生や兎を探すニセ占い師など
ユーモアたっぷりの動物小話。

ねこ探！地獄のさたもねこ次第の巻
村上 しいこ／作　ポプラ社

　ねこ語もわかる人間の子どもと
ねこ達で結成された「ねこたま探
偵団」。商店街で起こる不思議な事
件に挑むシリーズ第二弾。

ダンゴムシのコロリンコくん
カズコ・Ｇ・ストーン／文・絵

　　岩波書店
　金色の雨の木の下に住むダンゴ
ムシのコロコロファミリー。四人
の子どもたちは、すばやく丸まり
じっとする練習をくり返すが…。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

４月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

花
を
愛
で
る

　

暖
か
く
な
り
、
色
々
な
花
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
今
月
は
、「
花
」
を

テ
ー
マ
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

　

  

オ
ス
ス
メ
本

は
じ
め
て
の
寄
せ
植
え

レ
ッ
ス
ン
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

�

上
田
広
樹
／
著　

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

植
え
つ
け
の
基
本
、
組
み
合
わ
せ

の
コ
ツ
、
鉢
選
び
な
ど
寄
せ
植
え
を

作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
例
と
共
に

紹
介
。

京
の
路
地
裏
植
物
園

 

田
中
徹
／
著　

淡
交
社

　

京
都
の
路
地
裏
で
出
会
う
個
性
豊

か
な
植
物
を
春
夏
秋
冬
に
分
け
て
掲

載
。

野
の
花
え
ほ
ん 

春
と
夏
の
花（
児
童
書
）

 

前
田
ま
ゆ
み
／
作　

あ
す
な
ろ
書
房

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
花
開
く
野
の

草
花
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。
野
の
花

レ
シ
ピ
や
花
輪
の
作
り
方
な
ど
、
草

花
の
様
々
な
楽
し
み
方
が
詰
ま
っ
た

一
冊
。

は
な
び
ら
が
と
ん
で
き
た�（
児
童
書
）

 

い
の
う
え
た
か
お
／
作

つ
ち
だ
よ
し
は
る
／
絵　

鈴
木
出
版

　

花
び
ら
が
飛
ん
で
き
た
。
ひ
ら
り

ひ
ら
り
飛
ん
で
き
た
―
。
満
開
の
桜

に
喜
ぶ
動
物
の
子
ど
も
た
ち
を
描
い

た
絵
本
。

※蔵書の特別整理のため、4月12日㈫〜 15日㈮まで休館させていただきます。

交通事故死

ゼロを目指す日
4月10日(日)

4月6日～ 15日　春の全国交通安全運動
「無事故への スタートライン 停止線」
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だ
の
人
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

利
用
登
録
は
、
久
御
山
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
だ
れ
で
も
で

き
ま
す
。
登
録
申
請
書
は
、
役
場
都
市
整
備

課
の
ほ
か
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ
い
あ
い
ホ

ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
荒
見
苑
に
備
え
付
け

て
お
り
、
そ
の
場
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
登
録
や
利

用
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
の
っ
て
こ
バ
ス
回
数
券
の
払
い
戻
し

　

昨
年
末
で
運
行
終
了
し
ま
し
た
「
の
っ
て

こ
バ
ス
」
回
数
券
は
、
役
場
都
市
整
備
課
で

払
い
戻
し
し
て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

�

障
害
の
あ
る
人
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る

人
が
社
会
的
な
活
動
を
し

や
す
い
よ
う
、
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
お
渡
し
し
ま

す
。
利
用
券
は
、
町
と
契

約
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま

す
。
４
月
中
に
申
請
さ
れ
た
人
に
は
、
１
年

分
を
発
行
し
ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、
下

肢
、
体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
１
級
〜
３
級

の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

申
請
・
問

合
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
住
民
福
祉
課
へ

�

バ
ス
カ
ー
ド
・
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
回
数
券

高
齢
者
の
購
入
に
助
成

　

町
で
は
、
路
線
バ
ス
と
「
の
っ
て
こ
タ
ク

シ
ー
」
の
利
用
促
進
、
高
齢
者
の
外
出
支
援

の
た
め
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成

金
制
度
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
利

用
回
数
券
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

対
象
／
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
70
歳

以
上
（
昭
和
21
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
町
内
在
住
の
人　

助
成
額
／
購
入
代
金
の

半
額
（
年
間
２
，
５
０
０
円
を
限
度
）　

申

請
・
問
合
せ
／
４
月
５
日
㈫
か
ら
受
付
ま

す
。
印
鑑
と
身
分
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、

都
市
整
備
課
へ

�

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
は

お
済
み
で
す
か

　

昨
年
12
月
か
ら
運
行
ス
タ
ー

ト
し
た
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ

ー
」。
も
う
、
登
録
は
お
済
み

で
す
か
。
利
用
に
は
あ
ら
か
じ

め
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

お
し
ら
せ

�

認
知
症
高
齢
者
の
は
い
か
い
事
故
防
止
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
助
成

　

町
で
は
、
在
宅
で
は

い
か
い
行
動
の
あ
る
認

知
症
高
齢
者
を
常
時
介

護
し
て
い
る
ご
家
族
等
を
支
援
す
る
た
め
、

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
注
の
利
用
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
（
要
支
援
含
む
）
認
定
者
で
、
概
ね
65
歳

以
上
の
は
い
か
い
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
常

時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等　

助
成
費
用
／

①
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
加
入
時
に
必
要

な
加
入
料
金
及
び
付
属
品
セ
ッ
ト
に
係
る
初

期
費
用
（
在
宅
は
い
か
い
高
齢
者
１
人
に
つ

き
、
１
回
限
り
）
②
年
度
内
に
支
払
っ
た
基

本
料
金
の
総
額
の
２
分
の
１
（
３
，
０
０
０

円
が
上
限
）
※
①
、
②
以
外
に
必
要
と
な
る

費
用
（
位
置
情
報
提
供
料
金
、
現
場
急
行
料

金
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
代
金
な
ど
）
は
、
本

人
負
担
と
な
り
ま
す　

申
請
・
問
合
せ
／
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
住
民
福
祉
課
へ

　

注
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
は
い

か
い
行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索

端
末
器
を
携
帯
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
人
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き
、
介
護
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら

の
電
波
を
受
信
し
、
そ
の
人
が
い
る
位
置
の

情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、

内
部
障
害
や
難
病
、
妊
娠
初
期
の
人
な
ど
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見

新築移転新築移転

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2016 4 April
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①
18
歳
未
満
ま
た
は
60
歳
以
上
だ
け
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
に
属
す
る
人
（
所
得
制
限
あ

り
）　

②
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
と
同
世

帯
で
、
全
員
が
所
得
税
非
課
税
（
18
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
が
、
寝
た
き
り
や
、
中
度
以

上
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

【
昭
和
25
年
８
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
】

　

世
帯
全
員
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
場
合

　

申
請
・
問
合
せ
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
国
保
健
康
課
へ

い
き
い
き
ホ
ー
ル 

開
館
時
間
を
拡
大

　

健
康
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い

き
ホ
ー
ル
」（
写
真
）
の
開
館

時
間
は
、
従
来
、
午
前
10
時

～
午
後
８
時
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
開
催
す
る
教
室
の
増

加
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
に
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
８
時
に
拡
大
し
ま
す
。

　

�
問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

か
ら
は
分
か
ら
な
い

人
が
、
援
助
を
得
や

す
く
な
る
よ
う
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
て
い
る
人
を

見
か
け
た
ら
、
電
車
・
バ
ス
内
で
席
を
ゆ
ず

る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け

る
な
ど
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

配
布
場
所
／
役
場
住
民
福
祉
課
、
京
都
府�

山
城
北
保
健
所
福
祉
室　

問
合
せ
／
京
都
府�

障
害
者
支
援
課
☎
０
７
５（
４
１
４
）４
５
９�

８
老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

　

老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
、
65
歳
〜
69
歳

の
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
対
象

と
し
、
病
院
等
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。
助
成

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
昭
和
25
年
８
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

�

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退

な
ど
は
14
日
以
内
に
届
出
を

　

左
表
の
よ
う
な
場
合

は
、
14
日
以
内
に
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

は
、
医
療
費
が
全
額
負
担

に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
遡
っ
て
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

�

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

�
非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
人
で
、
次
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

離
職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
・
21
・
22
・

23
・
31
・
32
・
33
・
34
の
人
）　

軽
減
期
間

／
離
職
日
の
翌
日
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
（
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
、

国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
終
了
し
ま
す
）　

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
保
税
を
算
出

し
ま
す　

申
請
・
問
合
せ
／
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
国
保
健
康
課
へ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
な
ど

　

町
で
は
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧

と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
所
在
地
、
評

価
額
、
課
税
標
準
額
等
を
記
載
し
た
「
課

税
台
帳
（
名
寄
帳
）」
で
、
年
税
額
等
を

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土
地
や
家
屋
の�

評
価
額
を
記
載
し
た
「
縦
覧
帳
簿
」
で
、
所

在
地
別
に
評
価
額
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
の
閲
覧
・
縦
覧
は
無
料
で
す
。

　

期
間
／
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫ 

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

対
象
／
久
御

山
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
。
縦
覧
は
、

土
地
だ
け
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、
家
屋
だ

け
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
。

相
続
人
は
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
、
納
税
管

理
人
、
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要　

必
要
な

も
の
／
運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
書
類�

問
合
せ
／
税
務
課

こんなとき 届出に必要なもの

職場の健康保険をや
めたとき、または被
扶養者からはずれた
とき

▼職場の健康保険をやめた証明
書、または被扶養者ではない理
由の証明書(※)▼マイナンバー
の分かるもの(通知カード、個
人番号カードなど)▼印鑑

職場の健康保険に加入
したとき、または被扶
養者になったとき

▼国民健康保険証と職場の健康
保険証(本人及び被扶養者)▼マ
イナンバーの分かるもの▼印鑑

生活保護を受けなく
なったとき

▼保護廃止決定通知書(※)▼マ
イナンバーの分かるもの▼印鑑

※�証明書や決定通知書は、即時発行されない場合があります。
そのような場合は、国保健康課にご相談ください。

	 民生部の
窓口業務が変わりました

役場1階

　町では、4月1日から住民サービス
の向上を図るため、役場１階窓口の業
務が下表のとおり変わりました。
� 問合せ／総務課

窓口
番号 課名 主な業務

1 子育て支援課

子育て支援、保育
所、幼稚園、児童
手当、母子保健
など

2

3
住民福祉課

戸籍・住民登録、
障害者福祉、高齢
者福祉、介護保険
など

4 国保健康課
国民健康保険、成
人保健、検（健）
診、国民年金など

5 税務課
変更ありません

6 会計課

ヘルプマーク
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税
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯

金
口
座
か
ら
自
動
で
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
へ
出
向
い
て
納
付

す
る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ

る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申

し
込
む
と
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
登
録
】

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

申
込
方
法
／
役
場
税
務
課
へ
預
貯
金
口

座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
専
用
の
機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た

だ
く
だ
け
で
登
録
で
き
ま
す
。

【
申
込
用
紙
を
利
用
し
た
登
録
】

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
南
都

銀
行　

申
込
方
法
／
税
務
課
ま
た
は
取
扱
金

融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
口
座
振

替
納
付
依
頼
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
貯
金
通
帳

と
届
出
印
を
持
参
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。�

問
合
せ
／
税
務
課

軽
自
動
車
の
税
率
を
引
き
上
げ

　

自
動
車
関
連
税
制
が
抜
本
的
に
見
直
さ

れ
、
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
税

額
が
右
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
化
注
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
概
ね
20
％
の
重
課
と
な
り
ま

す
。

　

注
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
と
は
、
自
動

車
が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
自
動
車
環
境
対
策
と
し

て
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動

車
に
は
税
率
を
重
く
（
重
課
）

し
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自

動
車
に
は
税
率
を
軽
く
（
軽

課
）
す
る
も
の
で
す
。�

問
合
せ
／
税
務
課

�

グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
る

軽
自
動
車
税
の
軽
減

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
新
車
新
規
登

録
を
し
た
、
一
定
の
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪

車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）
に
つ
い

て
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）
を
導
入
し
、
下
表
の
と
お
り

軽
自
動
車
税
を
軽
減
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

■原付やバイクなど
車種区分 現行 改正後

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車
（側車付のもの
を含む。）

125㏄超250㏄
以下 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000円 6,000円

平成28年度分以降の軽自動車税から適用
■小型特殊自動車

車種区分 現行 改正後

農耕作業用のもの 1,600円 2,400円

その他のもの（特殊自動車等） 4,700円 5,900円

もっぱら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

平成28年度分以降の軽自動車税から適用
■四輪車・三輪以上の車両

車種区分 現行 改正後

四輪以上

乗用・営業用 5,500円 6,900円

乗用・自家用 7,200円 10,800円

貨物用・営業用 3,000円 3,800円

貨物用・自家用 4,000円 5,000円

三輪 3,100円 3,900円

平成27年4月1日以降に最初(新車)の新規検査を受ける車両から適用
■�最初の新規検査から13年を経過した

三輪以上の車両
車種区分 改正後

四輪以上

乗用・営業用 8,200円

乗用・自家用 12,900円

貨物用・営業用 4,500円

貨物用・自家用 6,000円

三輪 4,600円

平成28年度分以降の軽自動車税について適用

■軽減対象となる軽自動車
乗用 貨物用

対象車 内　容 対象車 内　容

電気自動車等 税率を概ね
75%軽減 電気自動車等 税率を概ね

75%軽減

Ｈ32年度燃費
基準＋20%達
成車

税率を概ね
50%軽減

Ｈ27年度燃費
基準＋35%達
成車

税率を概ね
50%軽減

Ｈ32年度燃費
基準達成車

税率を概ね�
25％軽減

Ｈ27年度燃費
基準＋15%達
成車

税率を概ね�
25％軽減

※�電気自動車等とは、電気自動車及び天然ガス自動車（ポ
スト新長期規制からNOx10％低減）です。
※�ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出
ガス基準75%低減達成車(★★★★)に限ります。
※�新車新規登録とは、自動車検査証の「初度検査年月」です。

■軽減を適用した場合の税率

区　　　　分

標準税率（平成
27年4月1日以
降に新車新規
登録された車）

グリーン化特例（軽減税率）
(平成28年度のみ）

25%軽減 50%軽減 75%軽減

軽
自
動
車

三輪のもので総排気量が660
㏄以下のもの 3,900円 3,000円 2,000円 1,000円

四輪以上のも
の（総排気量
が660㏄以下
のもの）

乗　用
営業用 6,900円 5,200円 3,500円 1,800円

自家用 10,800円 8,100円 5,400円 2,700円

貨物用
営業用 3,800円 2,900円 1,900円 1,000円

自家用 5,000円 3,800円 2,500円 1,300円
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国
民
年
金
の
手
続
き

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
必
要

な
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

下
表
の
よ
う
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７�

０（
０
５
）１
１
６
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

か
ら
は
☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
６
５
ま
た

は
国
保
健
康
課

�

4
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
う
じ
の
放
送
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
聴
け
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
Ｆ
Ｍ
う

じ
（
８
８
．８
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
の
放
送
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
の
受
信
環
境
や
聴
取
ス
タ
イ
ル
の

変
化
、
難
聴
地
域
へ
の
補
完
放
送
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
っ
て
Ｆ
Ｍ
う
じ
の
制
作
番
組
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
あ

る
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
か
ら
Ｆ
Ｍ
う
じ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
き
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
」
の
バ
ナ

ー
を
ク
リ
ッ
ク
。
※
従
来
型
の
携
帯
電
話
で

の
利
用
は
不
可　

注
意
／
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ケ
ッ
ト
通

信
料
は
自
己
負
担
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
エ
フ
エ
ム
う
じ�

放
送
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
７
４（
２
４
）０
８
８
８

★
久
御
山
の
情
報
を
放
送

　

毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
前
10
時

20
分
と
午
後
５
時
か
ら
数
分
間

「
久
御
山
だ
よ
り
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
対
策
学
習
会

　

町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
家
庭
等
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
省
エ
ネ
対
策
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

催
し

　

参
加
者
に
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
と
し
て
人

気
の
ゴ
ー
ヤ
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
12
日
㈭ 

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル　

内
容
／

講
演
「
工
夫
の
省
エ
ネ
で
夏
を
涼
し
く
快
適

に
暮
ら
そ
う
！
」 　

講
師
：
京
都
府
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

西
澤
浩
美

さ
ん　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者　

定
員
／
先
着
40
人　

申
込
・
問
合
せ
／
４
月

22
日
㈮
ま
で
に
環
境
保
全
課
へ
。
※
保
育
ル

ー
ム
を
設
け
ま
す

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜
市
」

を
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
４
月
９
日
㈯　

午
前
11
時
～
午

後
３
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼

き
菓
子
な
ど　

問
合
せ
／

京
都
府
山
城
北
保
健
所
福

祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）

２
１
９
３

人
間
力
・
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
（
一
社
）
宇
治
青
年
会
議
所
で
は
、
人
間
力

・
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
13
日
㈬ 

午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

内
容
／

講
演
「
考
え
方
が
変
わ
れ
ば
人
は
ど
こ
ま
で

も
伸
び
る
」
講
師
：
久
御
山
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
監
督 

松
本
悟
さ
ん　

定
員
／
１
５
０
人　

参
加
費
／
無
料　

問
合
せ
／
同
会
議
所
☎

０
７
７
４（
２
３
）３
１
７
２

届出が必要な場合 届出先

就
職
・
退
職

就職して厚生年金の資格
を取得した 勤務先

退職して厚生年金の資格
を喪失した 国保健康課

退職して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社に就職して
扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社を退職して
扶養されなくなった

国保健康課

結
婚
・
離
婚

結婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者の
勤務先

離婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れなくなった

国保健康課

増
収
・
減
収

収入が増えて厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されなくなった

国保健康課

収入が減って厚生年金�
（共済組合）に加入し
ている配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者の
勤務先

消
火
器
の
訪
問
販
売
等
に
注
意
！

　

高
齢
者
・
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
な
ど
の
家
を

狙
っ
て
、
消
火
器
の
購

入
や
廃
棄
の
あ
っ
せ

ん
、
点
検
な
ど
を
実
施
し
、
高
額
な
料
金

を
請
求
す
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

町
内
や
近
隣
の
市
町
村
で
も
消
防
職
員

や
点
検
業
者
を
名
乗
り
、
不
適
正
な
取
引

を
行
う
事
案
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
家
庭
に
消
火
器
の
設
置
義
務
は

無
く
、
消
防
職
員
が
消
火
器
の
販
売
を
行

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
に
「
消
防
署
の
方
か
ら
消
火
器
の

点
検
に
来
た
」
と
告
げ
、
勝
手
に
点
検
を

実
施
す
る
よ
う
な
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

購
入
や
点
検
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
ハ
ッ

キ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。
不
審
に
思
っ
た
時

に
は
、
お
金
を
払
わ
ず
に
消
費
者
セ
ン
タ

ー
、
消
防
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�

問
合
せ
／
消
防
本
部
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男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方
（
料
理
教
室
）

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
男
性
を
対
象
に
、
日
々

の
生
活
に
お
け
る
料
理
に
関

す
る
困
り
ご
と
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
22
日
、
７
月
22
日
、
10
月
21

日
、
平
成
29
年
１
月
20
日 

各
金
曜
日　

午

前
10
時
～
午
後
２
時
。
１
日
だ
け
の
参
加
も

可　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

定

員
／
20
人　

費
用
／
１
日
５
０
０
円　

申
込

・
問
合
せ
／
４
月
18
日
㈪
ま
で
に
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ

�

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

21
‐
８
）　

☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、�

０
７
８
０

町
ゴ
ル
フ
大
会
（
町
総
体
）

　

開
催
日
／
５
月
８
日
㈰
、

13
日
㈮
（
参
加
日
を
選
択
）　

場
所
／
宇
治
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ　

参
加
資
格
／
町
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
（
即
日
入
会
可
能 

入
会
金

１
，
０
０
０
円
）　

参
加
費
／
２
，
０
０
０

円　

プ
レ
ー
費
／
５
月
８
日
は
１
２
，

０
０
０
円
、
13
日
は
８
，
２
０
０
円　

申
込

／
４
月
29
日
㈷
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
校

区
別
担
当
幹
事
へ　

主
催
／
久
御
山
町
ゴ
ル

フ
協
会　

問
合
せ
／
同
会
会
長 

小
坂
守
さ

ん
☎
０
７
７
４（
４
１
）７
２
２
３

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り

が
ち
で
心
の
健
康
に
不
安
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
４
月
１
日
㈮ 

午
前
11
時

～
午
後
２
時=

料
理
、
４
月
15
日
㈮ 

正
午

～
午
後
３
時=

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場
所

／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
社
会
見
学

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
交
流

を
目
的
に
社
会
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
15
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
50
分　

行
き
先
／
京
都
市
動
物
園　

対
象
／
町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
の
人　

定
員
／
先
着
45
人　

費
用

／
１
，
５
０
０
円　

申
込
／
４
月
８
日
㈮
ま

で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
同
協
議

会
へお

も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お

も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
～
12

時
。
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で　

場
所
／　

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の
他
／
予
約

不
要
。当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再

利
用
し
ま
す
の
で
寄
附
を
お
受
け
し
て
い
ま

す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

い
き
が
い
大
学
受
講
生
の
募
集

　

町
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
が
、
充

実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
幅

広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
「
い
き
が

い
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
程
／
５
月
～
翌
年
２
月
（
全
10
回
）　

場
所
／
中
央
公
民
館
ほ
か　

対
象
／
町
内
在

募
集

住
の
60
歳
以
上
の
人　

年

間
受
講
料
／
１
，
０
０
０

円　

申
込
・
問
合
せ
／
４

月
28
日
㈭
ま
で
に
受
講
料

を
添
え
て
社
会
教
育
課
へ
。

電
話
不
可
。
※
老
人
ク
ラ

ブ
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
で
申
込
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

�

第
４
回
や
ま
し
ろ
市
民
劇

出
演
者
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
城
こ
み
ね
っ
と
で
は
、　

今
夏
に
上
演
す
る
市
民
劇
『
茶
之
助
伝
書
』

の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

小
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
、
週
１
回
か
ら
の
練
習
で
、
プ
ロ
が
優
し

く
教
え
ま
す
。
舞
台
に
立
っ
た
こ
と
の
無
い

人
も
大
歓
迎
！　

演
劇
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

上
演
日
／
８
月
26
日
㈮
、
27
日
㈯　

公

演
場
所
／
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル　

募
集
人
数
／
30
人　

参
加
費
／
毎
月　

大
人
３
，
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
，

０
０
０
円　

練
習
／
５
月
～
８
月
ま
で
の
４

か
月
間
、
毎
週
１
回
を
基
本　

申
込
・
問
合

せ
／
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
「
や

ま
し
ろ
市
民
劇
」
出
演
希
望
と
書
き
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
住
所
を
〒

６
１
１-

０
０
４
３ 

宇
治
市
伊
勢
田
町
若

林
53　
「
山
城
こ
み
ね

っ
と
」
へ　

yam
as

hiro@
kom

inet.net　

☎
FAX
０
７
７
４（
４
６
）

１
６
９
９　

５
月
９
日

㈪
必
着

■城南勤労者福祉会館の教室
　※下記以外にも教室・講座があります。お問い合わせください。

講座名 受付開始日 期間(曜日) 開講時間 回数 募集定員 受講料等
やさしい�
英会話教室

4/12�
㈫～

5/12～
8/25㈭

18:00～
20：00 15 15人 12,000円

（別途教材費）

ヨーガ教室 4/19�
㈫～

5/19～
6/23㈭

10:00～
11:30 6 20人 3,000円

■城南地域職業訓練センター講座　パソコン講座
講座名 受付開始日 期間(曜日) 開講時間 回数 募集定員 受講料等

ホームページ
作成入門

４/28
㈭～

5/28～
7/2㈯

9:30～
12:00 6 20人 15,000円

ワード応用�
（デジカメ編）

4/27
㈬～

5/27～6/1�
（月・水・金）

9:30～
15:30 3 10人 7,500円

（別途教材費）
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自
衛
官
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
②
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
③
幹
部
候

補
生
（
一
般
（
大
卒
程
度
・
院
卒
者
）・
歯

科
・
薬
剤
科
）　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人
②
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

人
、
技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
人　
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
～

55
歳
未
満
の
人
）
③
一
般
（
大
卒
程
度
）：

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
人
は
大
卒
（
見
込
含
））、
修
士
課
程

修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
、
自
衛

官
は
28
歳
未
満
、
一
般
（
院
卒
者
）：
修
士

課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
人
、
歯
科
：
専
門
の
大
卒
（
見
込

含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
、
薬
剤
科
：

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
薬
学
修
士
学
位

取
得
者
は
28
歳
未
満
）　

受
付
期
間
／
①
年

間
を
通
じ
て
受
付
②
平
成
28
年
４
月
８
日
ま

で
③
平
成
28
年
５
月
６
日
ま
で　

受
付
・
問

合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町

西
裏
71-

５ 

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２

号
室
）
☎
０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
今
年
10
月
入
校
の
海

上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
）
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
の
区
分
／
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課

程　

受
験
資
格
／
①
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て
６
年
以
内
の

人
及
び
平
成
28
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
等

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人　

受
付
／
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
込 

４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮ 

郵

送
・
持
参　

４
月
１
日
㈮
～
５
日
㈫　

第
１

次
試
験
／
５
月
15
日
㈰　

詳
し
く
は
海
上

保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
第
８
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課
☎

０
７
７
３（
７
６
）４
１
０
０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事

に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
の

相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、

差
別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
４
月
12
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
４
月
４
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
４
月
４
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

相
談

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談

　

日
時
／
４
月
12
日
㈫
、
26
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所

　

※
電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前

11
時
～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
４
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
４
月
５
日
㈫　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７　

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

　

日
時
／
４
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
４
月
28
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
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申
込
は
４
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

【
休�

館
日
】�
毎
週
月
曜
日

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
４
月
９
日
㈯
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

　

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
４
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
を
作
る
教
室

　

日
時
／
４
月
９
日
㈯　

午

後
２
時
～
３
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
の
小
学
生
以

上
。
た
だ
し
小
学
１
～
３
年

生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
（
レ
タ
ス
な
ど
）
を
育

て
ま
す　

定
員
／
10
組　

費
用
／
１
０
０
円

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
４
月
９
日
㈯　

午
後
７
時
～
８
時

＝
月
と
木
星
を
観
察
、
23
日
㈯　

午
後
７
時

30
分
～
８
時
30
分
＝
木
星
と
春
の
星
座
を
観

察
。
受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
の
30
分
前
ま

で　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止

　

は
じ
め
て
の
日
曜
大
工

　

日
時
／
４
月
10
日
㈰　

�

①
午
前
９
時
～
正
午　

②
午
後
２
時
～
５
時
、

17
日
㈰
③
午
前
９
時
～

正
午
④
午
後
２
時
～
５

時  

※
①
～
④
か
ら
選
択　

対
象
／
町
内
在

住
の
小
学
生
以
上
（
小
学
生
・
親
子
・
大
人

だ
け
の
参
加
可
）　

内
容
／
杉
板
を
使
っ
て

簡
単
な
工
作
。
電
動
糸
の
こ
を
使
用　

定
員

／
各
８
人　

費
用
／
１
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
４
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

の
み
必
要

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
４
月
16
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
も
可
）　

内
容
／
漢

字
学
習
教
室
と
書
き
方
教
室
を
同
時
並
行
開

催　

定
員
／
20
人

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
４
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
20
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
シ
ョ
ウ

・
ボ
ー
ト
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
4
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

身
近
な
野
鳥
観
察
会

　

日
時
／
４
月
24
日
㈰ 

午

前
９
時
～
午
後
３
時　

対

象
／
町
内
在
住
の
人
。
た

だ
し
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
（
幼
児
の
参
加
可
）　

内
容
／

天
ヶ
瀬
ダ
ム
白
川
林
道
辺
り
で
ハ
イ
キ
ン
グ

と
野
鳥
観
察　

定
員
／
20
人

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
４
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

申
込
は
４
月
２
日
㈯ 
午
前
９
時
か
ら

総
合
体
育
館
の
催
し

　
【
休
館
日
】�

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
４
月
３
日
㈰
、
17
日
㈰=

午
前
10

時
～
10
時
40
分
、
４
月
11
日
㈪
、
28
日
㈭=

午
後
７
時
～
７
時
40
分
。
い
ず
れ
か
一
日
選

択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除

く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用

す
る
た
め
の
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先

着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講

済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要
）　

そ
の
他
／
顔

写
真
（
2.5‌

cm
×
２

‌‌

cm
）
1
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
４
月
９
日
㈯
、
②
23
日
㈯ 

午

前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で

開
放
。
申
込
不
要

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

日
時
／
４
月
16
日
～

６
月
11
日
（
４
月
30
日

を
除
く
）
ま
で
の
毎
週

土
曜
日
。
８
回
コ
ー
ス　

午
後
３
時
～
４
時
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30
分　

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生　

講
師
／

久
御
山
バ
イ
ソ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ　

定
員
／
先
着
40

人　

費
用
／
８
０
０
円

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
４
月
19
日
～
６
月
28
日
（
５
月
３

日
、
10
日
、
６
月
14
日
を
除
く
）
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
。
８
回
コ
ー
ス　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生

を
除
く
）　

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん　

定

員
／
先
着
35
人　

費
用
／
２
，
８
０
０
円

初
級
テ
ニ
ス
教
室

　

日
時
／
５
月
６
日
～
６
月

24
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
。

８
回
コ
ー
ス　

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

場
所
／
中
央
公

園
庭
球
場　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学

生
を
除
く
）　

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用
／
２
，
８
０
０
円

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

日
時
／
５
月
７
日
～
７
月
２
日
（
６
月
18

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
。
８
回
コ

ー
ス 

午
後
２
時
～
４
時　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
学
の
小
学
３
～
６
年
生
の
女
子　

講
師
／
北
村
啓
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
40
人　

費
用
／
８
０
０
円

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
夜
間
の
部
）

　

日
時
／
５
月
９
日
～
６
月
27
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日
。
８
回
コ
ー
ス　

午
後
７
時
30
時

～
８
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中

学
生
を
除
く
）　

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど

の
体
幹
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ま
す　

講
師

／
永
井
英
聡
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

費

用
／
２
，
８
０
０
円

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　

日
時
／
５
月
11
日
～
６
月
29

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
。
８
回

コ
ー
ス　

午
前
10
時
30
時
～
11

時
30
分　

※
水
曜
日
は
、
休
館

日
で
す
が
教
室
だ
け
開
催　

対
象
／
15
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
呼
吸

法
を
活
用
し
な
が
ら
主
に
体
幹
を
緩
や
か
に

鍛
え
ま
す　

講
師
／
吉
田
久
子
さ
ん　

定
員

／
先
着
20
人　

費
用
／
２
，
８
０
０
円

申
込
は
４
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中
止

ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休�

館
日
】
毎
週
水
曜
日

寄
せ
植
え
教
室

　

日
時
／
４
月
18
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／

春
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
学
び
ま
す　

講
師
／
石
川
潤
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用

／
１
，
５
０
０
円　

持
ち
物
／
軍
手
、
エ
プ

ロ
ン
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
筆
記
用
具

年
間
講
座
の
受
講
生
募
集

　

５
月
か
ら
始
ま
る
年
間
講
座
の
受
講
生
を

先
着
順
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
催
し

■
季
節
の
料
理
教
室

　

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日 

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
旬

の
食
材
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を
学
び
ま

す　

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
年
会
費
２
，
０
０
０
円
、
材
料
費

８
０
０
円
（
参
加
毎
）　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ

ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具■
男
の
料
理
教
室

　

日
時
／
毎
月
第
２
土
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
男
性　

内
容
／
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料

理
を
作
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す　

講
師
／
田

井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／
16
人　

費
用
／
年
会

費
２
，
０
０
０
円
、
材
料
費
１
，
０
０
０

円
（
参
加
毎
）　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日 

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
・
中
学
生　

内
容
／
み
ん
な
で
コ
ー
ラ

ス
を
楽
し
み
ま
す
。
毎
月
の
練
習
の
ほ
か
、

文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演　

講
師

／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー　

定
員
／
40
人　

費

用
／
年
会
費
５
０
０
円　

持
ち
物
／
楽
譜
、

筆
記
用
具

【
休�

館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
４
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　

日
時
／
４
月
10
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

植
物
オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と

体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

す
。

　

日
時
／
４
月
13
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
生
後
３
か
月
頃
か
ら
ハ
イ
ハ

イ
を
始
め
る
ま
で
の
赤
ち

ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者　

定

員
／
10
組
程
度　

費
用
／

乳
児
１
人
に
つ
き
３
０
０

円　

申
込
／
４
月
６
日
㈬

ま
で地

域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
４
月
15
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

４
月
の
誕
生
会

　

毎
月
、
そ
の
月
に
生
ま
れ
た
お
友
達
の
誕

生
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
写
真
入
り
の
誕
生

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
４
月
21
日
㈭
ま
で

に
来
館
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
４
月
23
日
㈯　

午
前
11
時
30
分
か

ら



24まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年4月1日

保健予防のコーナー

1歳8か月児健診（3月18日）など
で見つけたかわいい笑顔です。

子
ど
も
の
成
長
は

十
人
十
色
。
子
育
て

に
悩
む
こ
と
も
多
い

け
れ
ど
、
今
こ
の
と

き
の
子
育
て
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
よ

ね
。
そ
ん
な
パ
パ
と

マ
マ
に
、
毎
日
の
子
育
て
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
…
と
、
今
年
度
は
『
子
ど
も
の
発
達
』

に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

　
◆
ね
ん
ね
の
時
期

　

首
が
す
わ
る
前
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
、
人
の
顔

を
見
て
ほ
ほ
え
ん
だ
り
、
い
つ
も
声
を
か
け
て

く
れ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
区
別
が
つ
き
、

「
ア
ー
」「
ウ
ー
」
と
い
っ
た
意
味
の
な
い
声

［
喃な
ん
語ご

］
を
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、“
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
生
え
”
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

我
が
子
の
か
わ
い
い
声
に
、
と
っ
て
も
癒
や
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
パ
パ
・

マ
マ
か
ら
い
っ
ぱ
い
話
し
か
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん

と
の
“
会
話
”
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
首
が
す
わ
る
時
期

　

う
つ
伏
せ
の
姿
勢
を
と
ら
せ
る
と
、
肘
で
支

え
る
こ
と
で
頭
が
上
が
っ
た
り
、
お
て
て
も
親

指
を
外
に
出
し
て
少
し
開
く
よ
う
に
な
り
、
ガ

ラ
ガ
ラ
な
ど
を
持
た
せ
る
と
少
し
の
間
で
あ
れ

ば
握
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

目
の
発
達
と
し
て
は
、
音
の
す
る
方
を
見
た

り
、
動
く
も
の
を
じ
っ
と
追
っ
た
り
［
追
視
］

し
ま
す
。
大
人
が
顔
を
見
せ
る
と
、
手
足
を
バ

タ
バ
タ
さ
せ
、
声
を
出
し
て
笑
う
よ
う
に
も
な

り
ま
す
。

　

パ
パ
・
マ
マ
が
見
て
い
る
所
で
う
つ
伏
せ
の

姿
勢
を
と
ら
せ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
寝
返
り
の
時
期

　

寝
返
り
を
始
め
る
頃
に
は
、
あ
ん
よ
を
上
げ

る
こ
と
が
見
ら
れ
始
め
、
お
て
て
で
あ
ん
よ
を

触
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

　

う
つ
伏
せ
で
は
、
両
腕
を
伸
ば
し
て
手
の
ひ

ら
で
体
を
支
え
、
胸
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
も
の
を
見
る
と
手
を
出
し
、
つ
か
ん

で
引
き
寄
せ
、
な
め
た
り
振
っ
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
喃
語
も
変
化
し
「
ア
バ
ー
」「
ア
バ
ブ

ー
」
な
ど
、
自
分
で
出
し
た
声
を
聞
い
て
、
様

々
な
声
の
出
し
方
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
に
対
し
て
は
、
知
っ
て
い
る
人

と
知
ら
な
い
人
を
少
し
ず
つ
識
別
し
、
そ
の
上

で
親
し
い
人
を
選
択
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
自
ら
笑

い
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
“
自
分
か
ら
の
働

き
か
け
”
が
増
え
て
く
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

散
歩
に
行
っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、

色
々
な
刺
激
を
赤
ち
ゃ
ん
に
感
じ
さ
せ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
� 問合せ／子育て支援課

4月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

乳幼児相談 6日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

成人歯科健診 13日㈬ 午後1時
～1時30分 40歳以上の人 歯科医師による健康診査、歯科

衛生士による歯みがき指導

2歳6か月児
歯科健診 13日㈬

午後1時5分
　～1時15分
午後2時
　～2時10分

平成25年9・10
月生まれ

歯科医師による健康診査、予防
指導、身体的・精神的な発達指導

離乳食教室 14日㈭ 午前10時　    
～10時15分

3～10か月児
の保護者

（要予約）

離乳食の指導、作り方の実習と
試食（初期・中期・後期）

1歳8か月児健診 15日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年7月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 19日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成27年12月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

10か月児健診 20日㈬ 午後1時20分
～1時50分

平成27年5月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

3歳児健診 22日㈮ 午後1時20分
～2時

平成24年9月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

乳児期前半の赤ちゃんって…？

PART.1
すくすく
子育て★
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高
齢
者
の
肺
炎
で
最
も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」

に
よ
る
肺
炎
の
発
病
予
防
や
重
症
化
予
防
の
た

め
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■�

実
施
期
間
／
4
月
1
日
㈮
～
平
成
29
年
3
月

31
日
㈮

■
接
種
対
象
者

①
今
年
度
に
65
歳
・
70

　

歳
・
75
歳
・
80
歳
・�

　

85
歳
・
90
歳
・
95
歳�

　

・
１
０
０
歳
と
な
る
左
表
の
生
年
月
日
の
人
。

　

対
象
者
に
は
接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

②
町
内
在
住
で
接
種
時
に
満
60
歳
以
上
65
歳
未

　

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

　

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　

免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
人
。

�

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
）を

接
種
し
た
人
は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
で

す
。

■
接
種
場
所
／
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市

　

な
ど
京
都
府
内
の
協
力
医
療
機
関

■
必
要
な
も
の
／
接
種
券
、
一
部
負
担
金
２
，

　

５
０
０
円
、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
と
分
か

　

る
も
の

■
免
除
制
度
／
生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税
非
課�

　

税
世
帯
・
中
国
残
留
邦
人
の
人
は
、
一
部
負

　

担
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
前
に
、
国
保
健�

　

康
課
で
免
除
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ�

　

い
。
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

　

前
年
度
所
得
が
確
認
で
き
る
６
月
以
降
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

献
血

　

16
歳
～
69
歳
ま
で
幅

広
い
層
に
わ
た
っ
て
で

き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
献
血
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
て
い
な
い
な
ど
、
献
血
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
16
～
17
歳
は
２
０

０
ml
の
み
可
能
、
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
ら
れ

ま
す
。

　

日
時
／
4
月
20
日
㈬ 

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山

店
１
階
憩
い
の
広
場　

問
合
せ
／
国
保
健
康

課
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７

５（
５
３
１
）０
１
１
１

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

協力医療機関の場所 手続き方法

久御山町・宇治市・
城陽市内の協力医療
機関

不要です。

久御山町・宇治市・
城陽市以外の京都府
内の協力医療機関

接種の1週間以上前に、国
保健康課へご連絡くださ
い。

京都府内の協力医療
機関以外及び京都府
以外の医療機関

予防接種依頼書の発行手
続きが必要です。接種の
1週間以上前に、国保健康
課へ来所またはご連絡く
ださい。

　町では、町内在住
で65歳以上の高齢
者が、保険診療が適
用されない、はり・
きゅう・マッサージを受けたときの
費用を助成しています。平成28年度
分の助成券(12枚)を発行します。
　助成額／施術費のうち、町と施術
所が各1,000円、合計2,000円を助
成　申込／印鑑を持参のうえ、住民
福祉課へ。代理人の場合は、代理人
の印鑑も必要。4月19日㈫、20日
㈬は、いきいきホールでも申請で
きます。5月以降に申請された場合
は、申請月から同年度の3月までの
月数分になります　利用方法／利用
する施術所で助成券を渡してくださ
い（制度加入施術所のみ有効）　問
合せ／住民福祉課

　人間ドックは、多くの検査項目で
専門的な検査を行い、総合的な診断
をすることができます。
　国民健康保険と後期高齢者医療で
は今年度、人間ドック・脳ドックを
受診予定の人に、受診費用を助成し
ます。申請方法や条件など、詳しく
は「広報くみやま」5月1日号で掲載
しますのでご覧ください。
　国民健康保険・後期高齢者医療加
入の人で、人間ドックの受診結果に
ついて不明な点はお気軽にご相談く
ださい。必要に応じて保健指導を実
施します。　　問合せ／国保健康課

　妊娠中は、口腔内
の環境が悪化しやす
くなるので、歯科健
診を受けましょう。
　今年度から、妊婦
を対象とした歯科健診事業を開始し
ます。久御山町・宇治市・城陽市の
協力医療機関で無料で１回健診を受
けることができます。現在、妊娠中
で、受診を希望される人は子育て支
援課へ申し込んでください。電話可。

問合せ／子育て支援課

はり・きゅう・マッサージ
費用を助成

人間ドック受診費用助成の
申込は５月から

妊婦歯科健康診査

表１　接種対象者

表２　接種手続き

年度末
年　齢 生　年　月　日

65 歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日
70歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日
75歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日
80歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日
85歳 昭和  6年4月2日～昭和 7年4月1日
90歳 大正15年4月2日～昭和 2年4月1日
95歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日
100歳 大正  5年4月2日～大正 6年4月1日
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2月25日、デイサービスセンターさつき苑の利用者と東角
幼稚園児の交流会が行われました。
この日、さつき苑にやってきたのは、東角幼稚園の年長児
21人。大きな声で挨拶をかわした後、一緒に健康体操で体
と気分をリフレッシュ。その後、「ぴん球落とし」や「魚釣り」
ゲームを楽しみました。園児からかわいい声援を受けて、利
用者は「子どもたちからパワーをもらえます」と、笑みを浮か
べながら、ほのぼのとしたひと時を過ごしました。

かわいいパワーもらえます
デイ利用者と園児が交流

60歳以上の人の学習の場として開催している「久御山町
いきがい大学」の平成27年度閉講式を兼ねた第10回目の講
座が2月19日、中央公民館で開催されました。
この日は、〝お笑い福祉士〟を自称する落語家笑福亭学光さ
んが「認知症、介護予防は笑って過ごすことが大切」とユーモ
アたっぷりに講演。会場は終始笑いに包まれていました。
なお、平成27年度の受講者は前年度より25人増の494
人で、5回以上受講した人274人に修了証が、全10回受講
した56人に皆勤賞として記念品が贈呈されました。

56人に皆勤賞 いきがい大学

町議会議員を昭和62年から平成11年まで3期12年務
められた川﨑進さん(東一口･88歳)が、高齢者叙勲の旭日
単光章を受章されました。
在任中には、副議長、民生教育常任委員長や総務消防常任
委員長などの要職を歴任。特に国際性のある子どもを育成
するため、久御山中学校への英語指導助手の導入に尽力し、
好景気から景気後退までの荒波の時代を支えられました。
川﨑さんは、「このような章をいただけるのは、幸福の至
りです」と話されていました。

旭日単光章を受章 川﨑進さん

▲︎�ユーモアたっぷりの講座に会場は笑いに包まれていました

▶︎
ピ
ン
球
落
と
し
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
東
角
幼
稚
園
児

　

と
さ
つ
き
苑
利
用
者

◀︎�

３
月
３
日
に
叙
勲
の
伝
達
を
受
け
る
川
﨑
さ
ん

（
右
）と
奥
様

訂
正
と
お
わ
び

　

3
月
1
日
号
の
「
お
誕
生
」
欄
の
多
丸
奏

汰
く
ん
の
読
み
方
は
「
か
な
た
」
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

平成28年２月15日から平成28年３月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

佐　

山	

福
田　

洋
祐
・
福
田　

真
由

佐　

古	

宮
田　

雄
介
・
宮
田　

彩
奈

　

林　

	

島
田　

克
哉
・
島
田
か
お
り

　

〃　

	

筒
井　
　

良
・
筒
井　

真
由

田　

井	

田
井　

雅
也
・
田
井　
　

茜

　

〃　

	

古
矢　

宜
史
・
古
矢　

靖
子 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お ご

結
婚

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

北
川
顔	

村
田　

瑛え
い
と翔	

翔
一
・
玖
美

佐　

山	

嶋
田　

源げ
ん
せ
い晟	

直
輝
・
愛

　

林　

	

中
村
優ゆ
う
あ

羽
空	

実
・
明
代

　

〃　

	

前
田　

大や
ま
と和	

剛
志
・
佳
須
美

市　

田	

松
村　

宥ひ
ろ
あ
き明	

唯
明
・
郁
美

田　

井	

市
木　

克か
づ
ま優	

優
範
・
の
ど
か
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

長
谷
川
　
真ま

こ子
・
朔さ
く
や也

ち
ゃ
ん

や
ん
ち
ゃ
な
朔
ち
ゃ
ん
と
、い
つ
も
穏
や
か

な
真
子
ち
ゃ
ん
。二
人
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
。 （

８
か
月
・
２
歳
９
か
月
）

辻
　
笑え
み
こ子

ち
ゃ
ん

笑
子
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
癒
し
で
す
。た
く
さ

ん
の
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♡
元
気
い
っ
ぱ

い
に
育
っ
て
ネ
!

（
５
か
月
）

長
嶋
　
晴は
る
か花

ち
ゃ
ん

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ね
。産
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

（
9
か
月
）

下津屋の室
むろき

城神社で、3月6日、「矢形餠の神事」が行われ
ました。
この神事の起源は奈良時代まで遡るとされ、山城一円に
疫病が流行し多くの人が亡くなったことを悲しまれた聖武
天皇自らが、祈願のために下津屋に行幸し、室城神社に弓矢
を奉納したことに由来すると言われています。
弓と矢を形どった餠を釣台に載せ、宮総代が担ぎ、宮司を
先頭に神社へ運び、悪病退散を祈願して奉納されました。

東一口の安養寺で、3月12、13日の両日、春祭りの法要
が執り行われました。
鉦講保存会のメンバーにより受け継がれている双盤念仏

は、10基の鉦
かね

を打ちながら「南無阿弥陀仏」などと念仏を
唱えるもので、平成22年に京都府無形民俗文化財に登録さ
れています。
毎年彼岸入り前の土・日曜日に行われており、今年も集

落に鳴り響く鉦の音が春の訪れを告げていました。

同じ日、野村の常
ときわ

磐神社では、「鉢巻飯の神事」が行われま
した。
牛
ご ず

頭天皇(スサノオノミコト)のお告げにより、「いつも頭
に鉢巻を締めている気持ちで、仕事に精を出すことを忘れ
ないように」と、勤労の尊さを知らしめたことが鉢巻飯の由
来とされています。
細縄を巻いた高さ15cm余りの円錐形の握り飯が境内の

「らおさん」に供えられ、三百年余り続く神事が粛々と執り
行われました。

春の訪れ告げる神事

双盤の鉦の音 鳴り響く

矢形餠の神事

鉢巻飯の神事

安養寺の春祭り

◀︎�

釣
台
に
矢
形
餠
を
載
せ
て
運
ぶ
総
代
ら

◀︎�

双
盤
の
鉦
を
打
つ
鉦
講
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

▶︎
常
磐
神
社
内
の「
ら
お
さ
ん
」に
鉢
巻
飯
を
奉
納
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

４月11日㈪
５月６日㈮

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

４月12日㈫
５月７日㈯

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道1号以西）、森村東（国道1号以
西）、西ー口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

狂
犬
病
は
、
野
生
動
物
や
家
畜
は
も

ち
ろ
ん
人
間
に
も
感
染
し
、
一
度
発
病

す
る
と
治
療
法
が
な
く
、
必
ず
死
亡
す

る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
な
い
と
、
愛
犬
だ
け
で
な

く
、
あ
な
た
や
付
近
の
人
を
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。室
内
犬
と
い
え

ど
も
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

町
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
使
用

済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま

す
。
公
会
堂
や
集
会
所
な
ど
の
指
定

さ
れ
た
回
収
場
所
に
回
収
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、「
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら

油
の
回
収
」
の
ノ
ボ
リ（
写
真
）を
目
印

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
等
で

飼
わ
れ
て
い
る
生
後
91

日
以
上
の
犬
は
、
法
律
に
よ
り
生
涯
に

1
回
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

左
表
の
日
程
で
集
合
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。集
合
予
防
注
射
に
来
ら
れ

な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

会
場
で
の
料
金
／
注
射
料
2
，6
5 

0
円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
5
5
0

円
、
登
録
手
数
料
3
，0
0
0
円　

※

す
で
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
登
録
手
数

料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り

お
釣
り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

京
都
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
護
さ
れ

て
い
る
犬
や
猫
の
新
し

い
飼
主
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
状
態
や
性
格
等
に
よ
り
譲
渡

適
性
と
判
断
さ
れ
た
犬
や
猫
が
譲
渡

対
象
と
な
り
ま
す
。
命
あ
る
動
物
を
お

譲
り
し
、
終
生
飼
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
里
親
の
条
件
・
審
査
も
あ
り
ま

す
。

　

問
合
せ
／
京
都
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
5（
6
7
1
）0
3
3
6

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ご
家
庭
や
事

業
所
で
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
さ
れ
る

場
合
、
補
助
金
を
支
給
す
る
制
度
を
始

め
ま
し
た
。

　

雨
水
貯
留
施
設
は
、
浸
水
被
害
の
抑

制
や
、
貯
め
た
雨
水
は
断
水
時
の
水
資

源
と
し
て
、
ま
た
、
平
時
に
は
庭
の
水

や
り
や
花
木
の
散
水
に
も
活
用
で
き
省

エ
ネ
に
も
有
効
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
雨
水
設

置
施
設
を
設
置
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

対
象
／
町
内
に
所
有
ま
た
は
占
有
す

る
建
物
に
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る

人
で
、
町
税
の
滞
納
が
無
い
人　

対
象

設
備
／
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
設
備 

①
市
販
さ
れ
て
い
る
貯
留
容
量
1
0
0

㍑
以
上
で
密
閉
式
の
も
の
②
新
た
に
購

入
し
設
置
し
た
も
の
③
展
示
ま
た
は
販

売（
建
物
と
一
体
的
に
販
売
す
る
場
合

を
含
む
）
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の

で
な
い
こ
と　

注
意
／
①
補
助
金
申
請

前
に
、
必
ず
環
境
保
全
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
②
補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯

留
施
設
の
基
数
は
、
１
建
物
に
つ
き
１

基
で
、
同
一
申
請
者
か
ら
は
１
年
度
に

つ
き
１
基
の
み　

補
助
対
象
経
費
／
雨

水
タ
ン
ク
本
体
と
、
雨
ど
い
か
ら
の
分

岐
接
続
に
必
要
な
付
属
備
品
の
購
入
費

用　

補
助
額
／
前
記
補
助
対
象
経
費

（
千
円
以
下
切
り
捨
て
）の
3
／
4
で
、

上
限
は
4
5
，0
0
0
円　

問
合
せ
／

環
境
保
全
課

に
、
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

出
す
と
き
は
、
キ
ャ
ッ
プ
で
栓
が
で

き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
、
容

器
ご
と
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
箱
な
ど
で
は
漏
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。※

お
店
な
ど
業
務
用
に
使
わ
れ
た
て

ん
ぷ
ら
油
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

犬
や
猫
の
新
し
い
飼
主
（
里
親
）
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収

ご
家
庭
や
事
業
所
の

雨
水
貯
水
タ
ン
ク
設
置
に

平成28年度狂犬病予防集合注射日程表
実施日 時 　 間 会 　 場

4月
13日
㈬

  9:30 ～ 10:10 ミサワ林集会所
10:20 ～ 11:00 栄３・４丁目集会所

11:10 ～ 11:50 栄中央公園
（２丁目）

13:10 ～ 13:40 佐古公民館入口
13:50 ～ 14:20 松陽台集会所

14:30 ～ 15:00 佐山集荷場
（浄安寺南側）

4月
14日
㈭

 9:30 ～   9:50 大橋辺公民館
10:00 ～ 10:30 北川顔公会堂
10:40 ～ 11:10 藤和田公会堂
11:20 ～ 11:50 島田公会堂
13:10 ～ 13:40 下津屋公民館
13:50 ～ 14:20 田井公会堂
14:30 ～ 15:00 御牧保育所前

4月
15日
㈮

  9:30 ～ 10:10 市田公民館
10:20 ～ 10:50 鈴間集会所
11:00 ～ 11:30 野村公会堂（北側）

13:10 ～ 13:40 元JA京都やましろ
東一口事業所前

13:50 ～ 14:20 坊之池公会堂

14:30 ～ 15:00 町役場前
(消防本部南側)
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４月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

3月1日現在  久御山町の人口  16,327人（男8,119人、女8,208人）　世帯数6,858

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

13日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  6日（第1水曜日）
20日（第3水曜日）
缶・ビン

13日（第2水曜日）
27日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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　昨年２月から東日本電信電話株
式会社及び西日本電信電話株式
会社（以下「ＮＴＴ東西」）が光回線
サービスの卸売を開始しました。
　これにより、ＮＴＴ東西から光回
線サービスの卸売を受けた異業種
からの新規参入を含む多くの事業
者（以下、「光コラボ事業者」）が、卸
売を受けた光回線とプロバイダー
や携帯電話等を組み合わせた独自
のサービスを、様々な料金や契約
形態で消費者に提供しています。
　消費者にとっては、契約先の選
択肢が増えましたが、その一方で、
卸売を受けた事業者の勧誘時の説
明不足などに伴い、全国の消費生
活センターには、▼現在契約してい
る大手電話会社のサービス変更だ
と思って話を聞いたら、関係ない事
業者との新たな契約になっていた
▼契約に必要な手続きをした覚え
がないのに、他の事業者への乗り
換えが完了していた▼安くなると
言われて契約したのに、知らないオ

プションを契約させられて以前より
高くなった、などトラブルになってし
まった事例が多く寄せられています。
【問題点】
　▼契約先が変わることを消費者に
認識させていない▼勧誘時の説明と
請求された料金が異なる▼勧誘時の
説明と実際の月額料金が異なる▼月
額料金以外に発生する料金の説明が
不十分▼誤った説明により、消費者が
望んでいた利用環境が整備できない
場合がある
【アドバイス】
　▼光コラボ事業者が提供する光回
線サービスは、ＮＴＴ東西との契約で
はなく、光コラボ事業者との新たな契
約であることを理解しましょう▼現
在の契約内容を確認しましょう▼契
約先の事業社名やサービス名など、新
たな契約内容を確認しましょう▼現
在の契約内容と新たな契約内容を比
べた上で検討しましょう▼トラブル
になった場合は、最寄の消費生活セン
ターに相談しましょう▼利用前に、機

器に外観上の異常がないか確認し
ましょう。
　最近は、遠隔操作での変更勧誘
が多く、また、「電話だけで今よりも
安くなります！」と甘い言葉で十分
な説明をしないまま消費者を勧誘
することが増えています。説明を
する側にも問題はありますが、説明
を受ける側も、分からないことは分
からないと伝え、興味があるならば
説明の書類を送ってもらうなどを
提案してみましょう。また、不要で
あれば「いりません！」とはっきり
と断りましょう。
　万が一、トラブルに巻き込まれた
ら、一人で悩まず、京都府消費生活 
安全センター☎075（671）0004、京 
都府山城広域
振興局商工労 
働観光室☎07 
74（21）2103
または役場産
業課へご相談
ください。

下味
塩
酒
カレー粉
生姜すりおろし
にんにくすりおろし

エネルギー　170キロカロリー／1人分
塩分　　　　0.8 グラム

　鶏肉はカレー粉、生姜、にんにくなどの香
りの強いものをからめて風味をプラスしま
す。香りがアップして満足感が出ます。　
� 国保健康課

vol.207  鶏肉の焼きから揚げ

作り方
①�鶏肉は１㎝の厚さのそぎ切
りにし、下味の材料をまん
べんなくからめ、上新粉を
薄くまぶしつける。
②�キャベツはせん切り、パセ
リはみじん切り、レモンは
１人１切れのくし型に切っ
ておく。

③�フライパンにサラダ油を入�
れ、弱めの中火で熱し、「①」
を入れて２分ほど焼く。上
下を返してさらに2分ほど
焼く。
④�「③」を皿に盛り、パセリを
混ぜたキャベツとレモンを
添える。

●材料（4人分）
鶏むね肉 240ｇ(大1枚)

小さじ1/2
小さじ１
小さじ1/2
小さじ１
少々

上新粉
サラダ油
キャベツ
パセリみじん切り
レモン

適量
大さじ2

200ｇ(4枚)
大さじ4
1/2個

平
成
28
年
4
月
1日
号

☎
075（

631）6111　
0774（

45）0001　
FAX 075（

632）1899　
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光回線サービスの卸売に関する
勧誘トラブル
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